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HIH 4 GWBPS 形家庭用 

保証書 • 設置工事説明書別添付 


このたびはダイキンクッキングヒーターをお買い上げいただき、まことに 
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〇アルミ•銅鍋でも ^5 kV \ r の大火力だから使いなれた金属鍋で思い 
◦音もしっかり抑えたサイレント設計 

^'1 鍋の靈さや形找によっては、苗動的に火力が弱ぐなる塌洽がありす:ず._、アルミ ■ 銅鍋を使周した場治の最大火力は乙 5 kW です。アルミ ■ 銅狼は， 

鉄銷酎史尚した場帝に比べて約20〜30弼火力が弱ぐな D ます。お料涅の仕上がり興钤存结なが6、火力-時問を調節してくださ U ， 
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安全上のご注意 

※この機器は一般家庭用です。業務用にはお使いにならないでください。 


絵表示について 


この敗扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや 
他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろし、ろな給表示をしています。 
その表示と意味は次のようになっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。 


△危険 

A 薩告 

p==i IZH 

△注意 


この表示を無視して、誤った敢〇扱い 
をすると、人が死亡また：は重傷を負5 
危険が差し迫っていることが想定され 
る内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った敗り扱い 
をすると、人が死亡または重傷を負う 
ことが想定される内容を示しています。 


この表示を無視して、誤った段り扱い 
をすると、人が損害を負3ことが想定 
されるか、または鞠的損害の発生が想 
定される内容を示しています。 


絵表示の例 

A この記号は注意（危険 • 警锆を含む）を促す 
内容があることを皆げるちのです。図の中や 
近傍に具体的な注意内容が描かれています。 

0 この記号は禁止の行為であることを茜げる 
B のです。図の中や近傍に異体的な禁土内 
容が描かれています。 

〇 この記号は行為を強制したり指示する内容 
を笆げるちのです。図の中や近傍に具体的 
な指示内容が描かれています。 


瞧麗讓 


改造は絶対にしない 

修理技術者以外の人は、絶対に分解したり、修理を行わない 

火災 • 感曙 • けがの原因 

修理はお買い上げの販売店また:は 

別紙の「ダイキンお客様ご相談窓口」（こご相談ください。 


隱 S 




② 

分解禁止 


本体に水をかけない 

感電，シヨート■発火の原因 



水ぬれ禁止 


子供など取り扱いに不慣れな方だけで 
使用させたり、乳幼凭に触れさせない 

感電，やけど' けがの原因 


0 


アースを確実に取り付ける 

故障 • 漏霸による感電の原因 

アースの取り付けはお買い上げの販売店に 

ご相談ください。 


〇 

アース 線 
接続 


吸 • 排気カバ_やすき間にピンや針金 

などの異物を入れない 

吸気口 • 排気口に指を入れない 

感電や異常動作によるけがの原因 


0 


電源コードやプラグが傷んでいたり、 
コンセントの差し込みがゆるいときは 
使用しない 

感電，ショート•発火の原因 


0 


力ーテンなどの可燃物の近くで使用し 
ない 

火災の原因 


0 


トッププレートの上に乗ったり、物を 
落としたり、衝撃を加えない 

万一ひびが入ったり割れた場台、 

そのまま使用すると過熱や異常 


0 


動作、感電の原因 


電源スイッチと専用固路の 
ブレーカーを切って使罔を 
中止 u すぐに修理を依頼 
してくださし\ 















<1 付属の天ぶら鍋以外は絶対に使わなし 1 ^ 

•鍋は中央に置いてください。 

•底に凹凸やそ G のある鍋で揚げちのをしない。:：:::: 
•:必梦辍げも:の溻 S . n ン:卜 P — ル耷使用し、:付属の表? ss : 
:鍋で調理してぐださい c ； (24 ベージ)：：二：：：：：：：：：： 

•油は50 Og (C156L) 未満では絶対に調理しない。 

:溢!は500 g :( as : su - SOOgvO . QL ) の！^囲:で調理 L : 

:が遠3た G 油®，1が少.ないと..補が過轉され発^^る: 

上みれパくあチマす. 

:また:油の屢•が多すぎると.:あぶれてやけどウ火災の原 
• 因にな0+ます •<.. 


トップブレートの上に物を載せない 

火災 • 故障の原因 


0 


下記の物は特に注意してください。 

籲可燃物や引火物 
ふきん■紙•アルミホイル*油など 
春磁気の影響を受けやすいもの 
キャッシュカード、磁気テーブ t 街動改札用 
定期券、時計，ラジオなど 


トッププレートの上に鍋、やかん、フ 
ライパンなどの調理器具以外のものお 
よびカセットコン □ • ボンベなど鍋以 
外のものは置かない 

火災_爆発，やけどの原因 


0 


使用後は電源を切る 

火災の原因 



•炒めもの，焼きものなど油を使う料理をするときもそばを 
離れないでください：:また、抝熱し週ぎなしはうに火力を調 
節してくださし)。 


•使わないときは、バネル操作部を収納して電 
源を切ってください。«期不在のときは、専用 
回路のブレーカーを切ってください。 


細震 


使用中や使用後しば!5 くはトッププレー 
卜やグリルドアおよび庫内などの高温 
部に触れない 


⑧ 

接触禁止 


やけどの原因 

特に鍋をおろした直後は、トッブブレートが熱くなつてい 
るため、手を触れないでくださし' I 。 



他の器具（ガスコン□など）であ5かじ 
め加熱した油を使わない 

揚げもの温度コント□—ルが働かず、異常過熱 
し，火災の原因 


0 


空だきや必要以上に加熱をしない 

鍋やトップブレートの破損の恐れ 
過熱によ D 調理锪の発火、やけどの原因 
※鍋底の薄いもの、そっているフライパンや鍋 
は強火で予熱すると赤熱する場台があります。 
※空だきなど異常に鶴溫になった場合、トップ 
プレートが変色することがあ0承す。 


0 


心臓用ぺ_スメーカーをお使いの方は、 
本製品のご使用にあたって医師とよく 
ご相談ください 

本製品の動作がペースメーカーに影響を与える 
ことがあります。 



本体前方に物を置かない 

火災の原因 


0 


調理以外の用途に使用しない 

火災_故障の原因 


0 


















安全上のご注意（つづき) 


_画圓: 


火気を近づけない /TN 

感電 • 漏園の原因 v 

鍋は不安定な状態で使用しない /TN 

不安定な状態のまま使罔すると、本体の損傷や IX; 
鍋の落下によりやけどやけがの原因 ^ 

吸•排気カバーをふさいだり、吸•排気 /〇 
カバー付近に手、顔、鍋のとってを近 1>J 
づけない 

火災，やけどの原因 

鍋•鍋のとってなどの高温部に触れない 

やけどの原因 

接触禁止 

トッププレ""卜の表示窓や上面操作部 /〇 
の上に、熱い鍋などを置かない 

故障の原因 、ノ 

鍋の下に紙やシ_卜などを敷かない /TN 

鍋の熱で紙が焦げた;り、発火，故 _ の原因 1 XJ 

トッププレートの上に直接食材を置い /Ov 
て調理しなぃ 

発火，異常動作の原因 

•魚を焼いた0、しょうゆ*汁などがたれる調 
理はしない 

击詰やアルミ製容器（うどん等が入った /CN 
簡易容器)、アルミ箔など、鍋以外のもの( X / 
を載せない 

破裂したり赤熱して、やけどやけがの原因 

揚げもの調理中は、飛び散る油に注意 

する V # 

やけどの原因 

グリル使用中に調理物が発煙•発火した 
場合は、すぐに電源を切り、次の手順で mm 
消火する 

火災の原因 

雜消灾するまでグリルドアを餞けな U 
(空気が入り、炎が大きくなります。） 

① 電源スイッチを切る 

② 吸 • 排気カパー全体をぬれたタオルでふさぐ 

杂このときグリルドアの周囲か5煙が出ます。 

③ ブ レーカー を切る 

•グリルドア（ガラス窓）に水をかけない。 

(ガラスが割れます。） 

使用中は本体から離れない /TN 

晒物が発火する恐れ IX) 

※本体から離れるときは、必ず電源を切ってく 
ださい。 
















:謹:：:營::う CT ^ : J ’—• • • 

：：：：^； -'My \ :: j ：• : f ：| 'i : メ^^:: 1 yy :::: 

. …ノ -✓ />/； Cl , iX */ T 3 ::〇/ ： Wf ：>-- i ；;：： 


使用中や使用後はグリルドア（ガラス） 

に水をかけない 

高温になっ r いるところに水をかけると割れる 
恐れ 

0 

受皿には、例えば水、アルミホイル • 
クッキングシート • グリル石などを 
入れて使用しない 

油が過熱し，発煙*発火する恐れ 
ま r こ、辟動（才一卜）調理がうまくでき狂い原因 

0 

グリルドアを持って勢いよく弓 1 き出し 
たり、持ち上げなが 6 引き出した tK 
またグリルドアやレールに上から強い 

0 



力を加えたりぶらさが 6 ない 

グリルドアや受迎 • 焼網などが落下して、 

やけどやけがをしたり、破損の原因 


グリルの庫内やレール • ホルダーや受 
皿は、魚などの油がたま! 3 ないよう使 
用の都度掃除し、定期的にお手入れを 

❶ 

使用中や使用後は、グリルドア、焼網、 
受皿、レールは高温になっているので、 
お手入れをするときは十分冷えている 
ことを確認してから行う 

やけどの原因 

❶ 

する 

火災*故障の原因 

※続けて使用するときは、受 ffil にたまった油を捨て、 

汚れをきれいに落としてください:： 


:::::鍵::羅: 


トッププレ ー トの上で、 (H1 ジャ ー 炊飯 
器など電磁誘導加熱の調理機器を使わ 
ない 

磁力線により本製品が故障する原因 

0 

左 • 右ヒーターは磁力線が出ているため、 
磁気に弱いものを近づけない 

•ラジオ • テレビ • 補聴器など（雑音•の原因） 
•キャ ッシ ユカー ド • 磁気テープ*街動改礼用 
定期券など〔記憶が消える原因） 

0 

キャビネット（本体下側）に調味料•食 
品などを置かない 

排熱により、調味料•食品などの変質の原因 

0 




酸の強い食品がついた場合は 
すぐふきとる 

❶ 

操作部に煮汁などを付けたまま収納し 
ない 

煮汁が固まってパネル操作部が開かなくなる恐れ 

0 

ジャム、レモン行 ■ 梅を使った食品など放置す 
ると、トッブプレート、ブレートワクが変色す 
る原因 

プレートワクを鍋底でこすったり、 

プレートワクに熱い鍋を置かない 

ステンレスの傷付き_変色の原因 

0 

ビルトインオーブンレンジと組み合わせ 
て使用の場合、グリルドァのとっての ■■ 
温度に注意する 

オーブンレンジの排気でグリルドアのとってが熱く 
なる場合があります。 

圆 クッキングヒーターを使っていなくても、才一 
ブンレンジを使うと排気カノ（一部が熱くなる場合が 
あります。 

鍋のふたを置かない 

火災 • 故導の原因 

※ヒーターが入ると KI 熱されます。 







































































































各吾| 5 のなまえとはたらき 


上面操作 • 表示窓 


中央ヒーター高温注意表示 


i : 帷十:： i 


參上面表示部 

左 ヒーター 表示 


議 ― iiM iil 


◊液晶表示が火力に®じて 3 色に光り 、「1 j 〜 n 2 」で火力の設定状態をお知らせします^ 

※液晶表示は、左，右ヒーターの操作を終えてから約10秒後に減光します。再度操作をすると、もとの明るさに戻 
0ます。 


:…火カバー 火力を喪示します。 

右ヒーター表示 




l|jl 川 m_ 川！川出川出 II 川 II3EI 


とろ火、弱火 


中火 

fii-r 8 i 


強火づ\イパワー 


※表示窓の上に高温の鍋を置くと、液晶表示が黒くなることがあります。黒くなった場合は鍋をおろし、しばらく放 
置するとちとに戻ります。 


參上面操作部 

火カキ- 


タイマーキー 


火カキ¬ 


タイマーキー 




左 ヒーター 
切/スタートキー 


右 ヒーター 
切/スタートキ- 


给户七 一■•■•■•■■•■一/ メニユーキー 

• 揚げもの、湯わかし、 
離 觸、鎌の設定 

•揚げものの温度設定 

湯わかしの仕上が D 調節、保溫の調節、炊飯カップ数の設定 


設定 キー 

• 火力調節 
•タイマー時間設定 
• 揚げものの温度設定 


揚げもの 

キー 




約180 mL 

(約1台） 


♦天ぶら鍋 

揚げもの調理をするとき!こ使います。 

※他の調理（炒めもの•煮ものなど） 
に使用しないでくださ U , 天ぶら鍋 
がさびた0、トッブブレートが変 S す 
る恐れがあり浅す。 

♦計量カップ 

自動炊飯の米の計麗專用に使います。 


部品の交換•追加購入 


部品名 

部品番号 

m 網 

(織部品） 

1662フ28 

受 皿 

1662735 

ぼ耗部品） 

天ぶら鍋 

KHT — M 40 


馨前面表示部 


中突トチ 《 チャイルド 

:: 


電源ランプ 

口: 


電源スイッチ 

(電源の入/切) 


: チヤイルド□ックランプ 
中央ヒ_夕_□ックランプ 


お M い上げの販売店またはダイキンお客様ご相談窓□にお問い僉わせください。 










































































左ヒータ _ (30kw) 

( m ヒーター） 

(使いかたは18ベージ') 


1煮’る1 

L 焼く | 

1炒める| 

1蒸す1 

I ゆでる||揚げる| 

沸かす 

炊飯1 

|保温1 


トッププレート 
プレートワク 


中央ヒーター ( l -2 kW ) (クイックラジェントヒーター）（使いかたは19ベー5ノ) 

※グリルとの同時使用はできません。 

「あたためる] 


吸•排気 カバー 

中に吸気口と排気口があります。 




仁！ヒ ー^夕 一 (3.0 kW ) 

(才ールメタル國ヒーター） 
(使いかたは18ベージ） 
[煮る]匚焼< II 炒める I 
[蒸す] [ ゆでる ] [揚げる ] 





[魚焼き ] こク■ルメ I ; 一 

グリル 

(詳しくは10ページ）（使いかたは28ページ） 



上 ルーバー 


窗猫 -1 — I 


便罔するときは扉の中央部 
(マーク部)を神して開きます 


凸マーク （4 ヶ 所） 

目の不韵由な方が、鍋をヒーターの中央に置くた 
めの目安です。 


前面表示部 • パネル操作部 



パネル操作部開放時 




杂收納するときも扉の中央部(マーク部)を押してください。 


參パネル操作部 (使用するときは扉を押して開きます） 


グリル • 中央ヒーター表示窓 


グリルクリーニングキー(35ベージ） 


: グリル 

_嫌_タイト 





:魚焼赛グルメ 
； メニ: T " メニュ"~ 

wm 

,丨知 r © 

し………:::::.……」 1— ^；： : ：— 

40- \ 

wm 


福 

_ 


グ LU レ操作部 タイマーキ ー ; ^中央ヒ ー 1 夕一 

•魚焼きメニュー 切/スタートキ_ 

(28 ページ） 設定キー 

• グルメメニ:！一 • グリル焼きかげん設定 （28 ページ） 

(30 ベージ） • 中央ヒーター火力設定 （ 19ぺージ） 

• タイマ—時間設定 （1 9 ベ—ジ、29ページ） 


中央 ヒーターロ ック キー 

• 中央ヒーターのみ□ック 

チャイルド □ ックキー 

•すべての操作をロック 


'ロックをするときや解除すると 
きは電源スイッチを入れキーを 
3秒間押す。 

' ヒー■ター使用中は□ックできません。 
電源スイッチを切っても（また 
はプラグを抜いても）記憷して 
し〉ます。 













































































各部のなまえとはたらき （つづき) 


10 


グリル 



グリル (1 •5 kW ) 

(上•下ともシーズヒーター）（使いかたは28ベージ) 
庫内の上部に触媒用ヒーター （300 W ) があります。 

※中央ヒーターとの同時使用はできません。 


受皿 • 焼網のつけかた ♦ 外しかた 


• 焼網をセツトするときは焼網の支え部をグリルの手 
前にしてのせてください。 

※のせる向きを逆にすると、本体に取 D 付けられません。 
• 受 M をホルターにセツトするときは、グリルドアやホ 
ルダーの接読部に当たら茲いようにのせてください。 
※グリルドアやホルダーの接続部に当たってのせると 
本体に取り付けられません。また、下ヒーターに直 
接のせないでください。 


※グリルドアはフ□ントグリルに密着するまで}?し込ん 
でくださし V 


X 〇 


― S I 

ザグ 


?グ 

U 


U 

i ル 


ル 

. 

>：!：■ 

: q ド 

宁ア 

— ；i — 

プア 

フロントグリル 


支え部 


焼網 (消耗部品） 
受皿 (消耗部品） 



ホルダ 


レール 




































安全機能 


◊週熱防止自動停止機能 .■吸.排気カバーがふさがれていたりして、本偉内部が異常に萬温になったり、鍋底 
(本体、左•右!-ーター） の温度が異常に上がると、ブげ一が嬙り、通電を停止します s 


◊鍋無し自動停止機能 …調理中に鍋をおろしたり、位置を大きくずらすと、約 3 0秒後にメ□ディーが鳴り 

(左，右ヒーター） 通霜を停止します。 


◊小物検知自動停止機能 ••■誤ってナイフやフォークなどの金属小物や,直径の小さしヽ■を載せて左または扫ヒー 
(左.右匕一夕一） ターを通電すると、約30秒後にメ□ディーが鳴り、通電を停止します。 


◊揚げもの鍋そり検知 …揚げもの温度コントロール使用時、鍋底に約 2 mm 以上のそりがあったり、変形し 

自動停止機能 ていると、ブザーが鵾0、通電を停止しま: 

(左•右ヒーター） 


◊高温注意表示 …トッブプレートやグ U ルの溫度が;！混であることを、トッププレートの場合は表示 

窓に、グリルの場合はノ K ネル操作部に表示してお知らせします。 




■各ヒーターまたはグリルを使用し、一定時間経過すると通電を停止します。 

(左，右ヒーター、中央ヒーター…操作後約45分、グリル(手動調理）…約30分) 


◊待機時消費電カオフ機能…調理終了後、約 45 分経過すると自動的に電源ランプが消え電源を切り、待機時消 

費電力を節約します。（萵温注意表示を行っているときは働きません。） 


◊チャイルド□ック、 
中央ヒーター□ック 


-小さなお子さまなどが触っても作動しないよ5に、また熱を持つ中央ヒーターが作 
動しないようにロックができます。 


■メ □デ V —機能についてへ，，ハ，••••••••へ，，•••••••••••.•••，"••り••••《 

::ブザーに切〇換:えるとき:は^源を入:れ:、全てのヒーターの通霞を行ウていない状態でバネル•操作:部の中央ヒー: 
::夕一操作部©夕:イマー©を:3抄餺押し:ますゝ:::「ビビッ J :と:ブザーが鳴っ:: ft : ら切:り換え終了です:。:伺: G 操作で:ブ 
::ザーをメ〇ディーことができます。（こ®時は'メ d ディーが德っ t 切り換え終了でれ）: 

_ ヒーターの 同時使用について .. . .. 

• 左•右をーターと串央ヒーターまたはグリルを同時に使用する場合は%:.含+計:の消鸯電力卷 5.8 kW ま:たは: 

:::: ：4.8 kW (設置：1::事時:に設定):以内に抑裏るため、::左ヒーターの最尤火力が下が:り:ます：^:::::::::::::::::: 

::•:左、吞ヒーターを崗時に使:用しく左ヒーターを米力: H 2 」 で使用 f る:塲僉‘：右:ヒーター0火力を: H 1」:以卞: 

::;;:に羽：#て;ください。;:右;匕，夕，の炎力を大き;く;する;と右;匕ーターの央力が鹽先され、友ヒータ;-"の最大火力が; 
::::: 自勸的1;こ : 下が : りまずヮ ：： 

■ 左ヒーターとグリルまたは中央ヒーターを罔時に使用する場合は，左ヒーターの最大火力が迓動的に下がり 
ます。 

* 左右ヒーターと难央 fc — ターまたはグリルを_時に使用し、左ヒーターが揚げもの濕黡コン:卜 P — ル切)場合、 
::::菇はータ:一の,穴米力が@勤的び芽。:::;::::::: 

:::•:掲げちの:温度コントル®左•石:ヒー:ター_時には使用でき:ませ/^: ：.：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：： 

■：i •岛動觀理の組み台わせによっては、同詩使甩できない場合があります。 

■吸•排気について………………………………………………… 

使用中、本体内部の温度上昇を抑えるために冷却フアンが作動し、吸•排気カバーから吸気、排気を行います。 

• 冷却フアンの作動音がしますが、異常ではありません & 
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使える鍋について 

◎鍋の树質により、使える鍋と使えない鍋がありますので、お確かめください。 


市販の鍋を購入するとき 


纖•ステンレス•多層鍋の場合 


•財団法人製品安全協会叫^ [] |^|1_ ORHIKI ) マークのある鍋を©すすめします。 

(鍋の説明聾をよくお読みに狂り鍋に適した火力で使用するなど正しく安全にお使いください。） 



麵•アルミ鍋の場合 



租動調理（湯わかし、炊飯）には、必ず付きの鍋でつぎのものを使用してください= 
※下記以外の鍋を使用すると、笆動調理(湯わかし、炊飯）が正しくできません。 


〇 自動湯わかし 

• 鍋底の径が15〜 23 cm のもの 

•鍋庭が平5なもの（鍋底の凹凸（そりや脚）1 mm 以下) 


◎自動湯わかし推奨ケトル 

品名：ケトル 
型式：106346嶔 



: 〇 自動炊飯 

:: • 鍋底の径が18〜20 cm 、 底の厚さ1 .5 mm 以上のもの 
:; • 鍋底が平らなもの(鍋底の凹凸（そりや脚）1 mm 以下:） 

:•ホー□—鍋は焦げつきやすいので、使用できません。 


◎自動炊飯推奨鍋 

品名：両手錦 
型式：湖087嶔 



※お質い上げ販売店またはダイキンお客様ご相談窓口にお問い合わせください, 





























お手持ちの鍋の確認のしかた 


左ヒーターで確認する場合 


❸火カキーの「中火」 
キーを押す。 


〇上面操作部の 
切/スタート牛- 
を押す。 


〇水 (200mL 程度）を入れ 
犮ヒーターの中臾に靈く。 



使える丨 


〇 火カバーが点灯します。 

(通電を開始） 



yc 火カバーが交互に点灯します。 


p 招 i 紹顆顆顆顆顆 g 

lfS£ 的 MS 技盟 SMSSMS 技 SSSE 





I# « AC09IKSI9 91 K 9 0 31 K 〇 0 31 SB0HK B B 

X C Daixcoaiv fl D 31 K 〇 D M 1C □ BMICOD M K 

gss 辟 ssssss 那卵轴 ss 關 ssss 

I 

n 
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※表示窓の液晶表示が志く点;〇し、 r 鍋確認」を表示します I 
※約3◦秒後メ □ディーが〇肩り衷示が消え，通電を停止します I 


確認後はヒーターの通電を停止し、電源スイッチを押して電源を切る。 
※左ヒーターで使えない場合は v 右ヒーターで同様に確認してください。 


鍋についてのご注意 


※力 P 熱できても、調理中に火力が弱くなった D 、 重さ•形状によっては鍋が動くものもあります 3 また、鍋底に凹凸 
(そりや脚）がある鍋は使えない場合があります a ( トッブプレートの変色‘破損の原因になります。） （1 4ベージ） 
※鍋底の厚さが 1 mm 未満の薄い鍋は、鍋底が変形することがあります:：炒、めものはひかえ、低めの火力で使用し 
てください。 

※同じ火力でち（同じ鍋使用）左•右のヒーターで火力が異なることがあります。 

※左■右ヒーターで加熱中に、鍋の種類によっては音（ジー旨，カチカチ音）が発生する場合があります。 

これは磁力線により鍋钽体が振動するためで、製品の異常ではありません。そのまま使用し r ください。 

※左•右ヒーターを同時に使用した場合、鍋の種類によっては調理中に共鴉音 r キーン」や「キューン j という音が 
しますが、これも磁力線により鍋が振動するためで異常ではありません。 

※鍋底の水分や汚れ、異锪などは忍ずふきとってから使用してください。 



















































































































































































































使える鍋について（つづき) 
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鍋の材質により、使える鍋と使えない鍋がありますので、お確かめください。 

<ご注意 > ホー□—邡ェした鍋を使うときは、空だきをしたり、焦げつかせないように注意してくださし、（トッププレート 


左*右ヒーター 




顧麵露_觀:: 


m. S mi w& mm 


鉄 


鉄 • 鉄錶物 • 鉄ホー O — 



ステン 
レス 


磁性ステンレス（磁石につくもの 18-0) 


〇 


非磁性ステンレス 

(磁石につかないもの 
18^8,18^10) 


鍋底の厚さ hOmm 以下 


，鍋底の厚さ1 . Omm を超えるの 


△ 


火力が弱くなる場合が恭ります 


多層鍋 


銅 

アルミ 


間に鉄をはさんでいるもの 

底が〗8~0ステンレスのもの（鍋底に磁石がつくもの） 


/^\磁6のつきが弱いものは、 
_弱くなる場台が® t ) 岽_ 


她が 


間にアルミや銅をはさんでいるもの 


ソ加熱できません 


::顆: 


両手鍋 气 

、-一 

デ 

やかん 


フライパン•玉子焼き 

片手鍋 • 雲平鍋 • 親子鍋 



ソ加熱できません 


圧力鍋 


耐熱ガラス 
陶器など 



_加熱で连ません 


船; 


直火用 
魚焼き器 


底面にホー□一加工したもの 



X 


蔭面 CD ホー□一が溶け t 焼迕讨き、:ドッブ 
プレートを破損す否原因に钰 t ) まず 


中央ヒータ^一 


鍋の材質 ■ 種類 

鉄、鉄鏵物、鉄ホー□—、ステンレス、多層鍋、アルミ、銅、超耐熱ガラス 

Q 

1 

B 

p 1 

、- ノ 


打ち出し鍋、土鍋、超耐熱以外のガラス鍋、直火用魚焼き器(底面にホー□一加工したもの 

※底面のホー □— が溶けて焼き付き、トップブレートを破損する原因にな〇ます。 ^ —— 、 

cpcpcpc^L ，云： ン 

p ^ 


迻1?疆111 T 疆1閒マークのある鍋は使用できます。 

杂2「画で使える」と表示している土鍋やガラス鍋などでも、形状によっては本製品が故障したり、鍋が割れたりする場合があ 












※ 市販の鍋をお求めになるときは v 財団法人製品安全協会の |_ |] [}[]li fe ； 值〇 ^ 圓 | マークのぁる鍋を©す 
すめします。 . 

(錫の説明書をよくお読みになり鍋に適した火力で使用するなど正しく安全にお使いください。） 


を破損する原因) 


_ 



〇 


〇 


〇 


( )^/\ 火力が弱くなる場合があ t ) ます 


〇 


〇 


/^\ A 炒めもの * 空だきは、鍋が変形しや 
kJ ZA すいので避けてぐださい 

a 容藿が約 zol 以上のものをお使 _ 

A 軽いものは八’ランスが悪ぐ火力が 
ZA 弱くなるものもあります 

A 軽いものは«ランスが悪ぐ火力が 

ZA 弱くなるものがあります 

〇 


加熱できません ：：：：：：：：：：：：：：：：：： 


w 底面のホー □ 一が溶けて焼き付き、トップ 
八プレートを破損する原因になります 





〇 


^ 加熱て'きません 


りますので使わないでください。 


の形状 


鍋通:が平6で底の適径が12〜 26 r ; m のちの 



& 


12〜 26 cm 


，鍋 fi に 3 mm 以上の凹凸 S 
(そりや脚）があるちの 
-鍋底が丸いもの 
^底の窗径が 28 cm を超 
えるものや、1 2 crri 未満 
のちの 




f 約 3 mm 以 .h 


T 約 3 mm 以上 


底;が丸いもの 


〇 


X 


• 鍋底が平らで底の直径が] 5〜 £6 cm のもの 
※調理物と盆わせて約1 . Okg 以上でご使殂くだ' 
さい,，軽いと鍋が勤い c 3 I 

/とり、火力が低下する 
場合があります。 


仁 


〜 26 cm 




* 鍋庭に〗 mm 以上の凹凸 cq 
(そりや脚）があるもの 
^鍋底が丸いもの 
，践の議径が 26 cm を超 
えるものや， 15 cm 未満 
の七の 


亡:| 


f 約 3 mm 以上 


T 約 1 mm 以上 


底が丸いもの 

• J*. 勢 •.钱♦.命♦氣 ♦ ，•令 ，* + .■.♦舞._ + •.， *.•: *.*. 4，.舞 • 

^ 鍋患が平らで底の窺径が 12 〜 1 8 cm のもの 


〇 


X 








12〜 18 cm 


•鍋葱に 3 mm 以上の旧凸 
(そりや脚〕があるもの 
•鍋患が丸いもの 
•底の®溼が 18 cm を超 
えるちの 



「約3 mm 以上 


T 約 3 mm 以上 


底が丸いもの 


X 

使えま 
せん 



























































左•右ヒーター/中央ヒーター 

調理をする前に 


火力の目安 


^左•右ヒーター 


匪■腿 

a i f : a 


「1」「2」「3」「4」「5」旧」「7」旧」「9 」 riOJ nij n2j 


消費電力(約） 100 W 200 W 300 W 400 W 500 W 800 W 1.1 kW 1.4 kW 1.6 kW 2‘0 kW 2_5 kW 3.0 kW 

相岩 招当 嶔2 


弱火 


中火 


強火 |ハイパワー 


m s ][^ r ][沙でる] 


杂1消費電力は、鉄ホー G — 鍋を使った場合です。 

诙2アルミ•銅鍋などは火力 H 2」に設定しても最大約 2.5 kW となります^ 


灾为 m 〜⑷矚 ife * r 4 j - r$j 8肋如〜⑺疆幼 ⑺〜 nsj 


保溫など 


I 焼く I [炒める] 


カレーやポタージュ煮魚やひと煮立ちし煮ものなど、煮汁が水を沸とうさせたり, 
などのとろみのあるたちのを煮込むとき多いものをひと煮ただし汁を煮たてると 
ものを煮込むとき ちさせるとき き 


xnm-mi B 似 〜 irj B 幼問 〜 rat 




中までじっくり火を卵料理などの弱めの-…般的な炒めもの 肉類を焼くとき 

通すとき 炒めちの 


_火力調節について- > - 〇* X > 〇 0 , , 0 〇 < X > .. ,, 

，火カキーを押すと好みの火力に合わせることができます。 

※火力:は…1: j >■ ;12」:まで徽節で:きま•㈣::：:：: 


::央力洋一:: 


設运キー 


TO 4 


とろ火弱火 中火 強火 


14:]:::::::：::：：:: } m :::：:: 


:氓ヒーで説明 ur : し:球す。 


©レニ r 


消費電，(約):100 W 40 QW 1.1 kW 


: ••••火力を上:ゴ s 
:ブ .1 力を不 


__襲議_編_綱品 _•_! 使こ籠糧脅議_ 


_火力調節時のブザーについて H 7 ^0 0 < X > > 〇 X X X > 〇 〇 < X > 〇 〇 c y > 〇 〇 < Y > o- 〇 <' v > /> 〇 ^ v v -v <s a ^ v v 

•火力：本一で火力を調節す:るときはブザーが鳴こ)ますが、設定よ•一で火力を調節すると:き:は:ブザー好鳴り淡ぜん。 


圓オールメタル画加熱(右ヒーター）について • 


卜:アル:ミ…銅觀寐と»;鉄•透牲ステンレスなどと比べて、議■讀■觀 g 隱議0___議_■■鋼;:::::系系::5違泣:萆: 
卜非磁性:ステンレス纏は、左ヒ--夕••••でも使えますび、： T — ルメタル圆加熱(ち’匕…•夕…）でよ0萬い火力で使 
:用することができます。 



























































































